
Title 總体消費函數分析の展開:主としてトービン・クラインの業績を中心として

Author(s) 淸水川, 繁雄

Citation 北海道大學　經濟學研究, 8, 23-49

Issue Date 1955

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/31014

Type departmental bulletin paper

File Information 8_P23-49.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



総
体
消
費
函
数
分
析
の

展
開

l
i
a
主
と
し
て
ト
l

ピ
ン
・
ク
ラ
イ
ン
の
業
粧
を
中
心
と
し
て

清

ヌk

JII 

繁

雄

序

言
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私
が
最
初
に
彼
の
説
に
興
味
を
も
っ
て
か
ら
も
悶
年
の
歳
月
が
流

れ
た
。
消
費
回
数
論
争
史
上
に
劃
期
的
な
歩
み
を
印
し
た
彼
の
理
論
も
、
共
後
彼
の
所
論
の
批
判
よ
り
出
発
し
た
ト
l
ビ
γ
等
の
研
究
に

ジ
エ

1
・
ム
ス
・
デ
品

1
ぞ
シ
ペ
リ
ー
の
名
を
開
い
て
か
ら
久
し
い
。

今
日
で
は
実
質
的
に
代
位
さ
れ
た
形
で
あ
る
。

比
の
小
稿
は
主
と
し
て
ト
1
ピ
ン
・
ク
ラ
イ
シ
の
所
説
を
中
心
と
し
て
消
費
函
数
論
争
に
於
げ
る
問
題
の
展
開
を
追
う
事
と
す
る
。

比
の
小
一
騎
の
最
初
の
構
想
は
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
、

ケ
イ
シ
ジ
ア
ジ
に
依
っ
て
提
起
さ
れ
た
論
争
の
発
端
か
ら
系
統
的
に
共
後
の
問
題
の

展
開
を
追
う
事
に
あ
っ
た
。
市
し
乍
ら
、
構
想
の
立
案
中
に
経
済
学
説
全
集
一
回

に
修
め
ら
れ
た
篠
原
三
代
半
助
数
授
の
此
の
問
問
題
に

対
す
る
包
括
的
な
論
文
に
援
し
、
構
想
の
前
半
は
そ
の

の
形
で
は
実
質
的
に
発
表
の

失
な
っ
た
。
而
し
篠
原
氏
の
は
氏
自
身
も

指
摘
し
て
居
ら
れ
る
様
に
そ
の
釘
述
の
範
閣
は
そ
デ
イ
リ
ア
1
ニ
、
デ
ュ

1
ゼ
シ
ペ
ヲ
ー
の
線
に
'
止
ま
り
、

経
済
学
研
究

そ
の
後
の
重
要
な
展
開
に
は
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総
体
消
費
函
数
分
析
の
展
開

済
水
川

糸
ん
ど
触
れ
て
居
ら
ぬ
の
で
、
其
の
意
味
で
此
の
小
稿
も
些
少
の
存
在
価
値
が
あ
る
か
と
考
え
て

る。

一
、
ケ
イ
ン
ズ
的
総
体
消
饗
歯
載
の
超
克

良
く
知
ら
れ
て
居
る
よ
う
に
ケ
イ
ン
ズ
の
一
般
理
論
の
構
想
の
中
に
、
麗
傭
水
準
は
総
有
効
首
要
の
回
数
と
し
て
把
え
ら
れ
て
居
る
。

総
有
効
需
要
を
形
成
す
る
も
の
は
消
費
と
貯
蓄
(
投
資
)
で
あ
り
、
此
の
意
味
で
消
費
函
数
の
分
析
は
そ
の

ν
ス
テ
ム
の
中
核
を
形
成
す

ポ訴

。
C 

'l~.事，y\y貯蓄事

'i'fo， *車
関 2

、為

s 

諸
錫
副
w
d
躍
が
前
者
霊
協
矛

4罪I'II D 

消
費
茂
が
貯
蓄

ω一
部
分
所
得
額
、

ω一
部
分
他
の
客
観
的
附
随
事
倍
、
ゆ
一
部
分
個
人
の
主
観
的
な
必
要
と
心
躍
的
性
向
及
び
習
噴
並

る
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
所
で
ケ
イ
シ
ズ
に
あ
っ
て
は
消
費
は
、

び
に
所
得
分
配
の
原
理
に
依
存
す
る
。

1
1客
観
的
要
因
と
主
観
的
要
国

!
i
市
し
乍
ら
、

品交

理
論
の
構
想
で
は
長
期
発
展
の
問
題
を
論
ず
る
以
外
に
は
、
短
期
の
斑
論
体
系
に
於
て
は
之
等
の
諸

- 24-

動
機
の
強
さ
は
所
与
の
も
の
で
あ
り
、
技
術
及
び
晴
好
並
び
に
所
得
分
配
合
}
規
定
す
る
社
会
的
諸
条

件
が
所
与
の
版
態
の
許
に
於
て
各
人
の
消
費
は
実
費
所
得
の
回
数
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
居
る
。

1 

乱。

(
U
S
H
H
(州、
N
S
W
I
l
-
-
u
h円
。

!

日

ム

i
F

て
十

N
h
f
j
j
H
1
+
貯
十

丸
一
ぺ
、

i

w

w

州

、

州

、

-
(
凶
)

』
町
町
立
知
羽
山
汲
噛
高

EU
史
認
議
M
悦
州
内
弊

師
、
お
剖
羽
詰
w。

磁

市
し
て
ケ
イ
シ
ズ
の
消
費
函
数
の

は
、
実
質
所
得
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
所
得
に
対
す
る
消

費
比
率
が
減
少
し
、
従
っ
て
貯
蓄
比
率
が
増
加
す
る
と
云
う
殻
片
を
持
っ
た
消
費
函
数
を
仮
定
す
る
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総
体
消
費
菌
数
分
析
の
展
開

治
水
川

点
に
あ
る
。
之
を
表
示
し
た
の
が

ω式
の
所
謂
ケ
イ
ン
ズ
型
消
費
出
数
と
云
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
之
を
実
際
に
検
証
し
て
見
る
。

表
一
は
同
時
階
層
別
家
計
調
査
の
デ
ー
タ
で
あ
り
、
所
得
階
熔
別
に
追
え
ば
上
記
の
ケ
イ
ジ
ズ
型
消
費
頭
数
が
有
効
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
而
し
表
一
一
の
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
の
時
系
列
の
デ
ー
タ
で
は
、

カ
に
於
け
る
総
体
貯
蓄
率
が
、
国
民
所
得
の
大
き
な
路
進
に
も
拘
ら
¥
ず
、
殆
ん
ど
恒
常
的
な
値
を
示
し
て
窟
り
、
明
ら
か
に
共
の
間
の
推

一
八
六
九
年
か
ら
一
九
二
八
年
の
約
七
十
年
に
一
日
一
っ
て
ア
メ
ヲ

移
は
ケ
イ
シ
ズ
型
の
消
費
函
数
で
は
説
明
さ
れ
な
い
。
戦
後
の
泊
費
函
数
論
争
の
重
要
な
根
幹
は
、
斯
様
な
家
計
調
査
の
デ
ー
タ
と
時
系

列
の
デ
ー
タ
を
、
或
い
は
短
期
の
デ
ー
タ
と
畏
期
の
デ
ー
タ
を
、
両
者
矛
盾
な
く
説
明
し
得
る
様
な
仮
説
を
如
何
に
し
て
打
立
て
る
か
と

一
式
う
点
に
あ
っ
た
。

戦
後
、
最
初
に
ハ
一
九
四
五
年
)
な
さ
れ
た
へ

1
グ
シ
及
び
カ

1
ク
パ
ト
リ
ッ
ク
の
過
渡
期
に
於
け
る
ア
メ
リ
カ
経
済
の
予
測
は
、
戦

後
初
め
て
の
ケ
イ
ン
ズ
的
総
体
模
型
の
現
実
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
注
目
さ
れ
た
が
、
而
し
比
の
予
測
数
字
は
現
実
に
実
現
さ
れ

た
数
字
と
の
簡
に
非
常
に
大
ぎ
な
悶
差
が
あ
っ
た
。

へ
l
グ
シ
の
用
い
た
方
法
は
、
戦
前
の
デ
ー
タ
よ
り
得
ら
れ
た
ケ
イ
ン
ズ
型
の
総
体

~26 -

消
費
函
数
を
戦
後
に
あ
て
は
め
、
別
に
国
民
所
得
を
予
測
し
て
、

之
か
ら
有
効
活
安
を

出
し
て
、
雇
体
長
を
予
測
せ
ん
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

市
し
て
彼
は
予
測
の
中
心
と
な
る
労
働
雇
傭
量
の
推
計
に
関
し
て
一
九
四

に
は
八
一

O
万
の
失
業
者
を
生
じ
、
全
体
と
し
て
戦

後
の
デ
フ
レ
的
傾
向
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
が
、
実
際
の
失
業
者
は
二
七
の
万
に
過
夕
、
ず
、
経
済
は
全
体
と
し
て
イ
シ
プ
レ
的
傾
向
を
示

し
た
の
で
あ
る
。
比
の
へ

1
グ
シ
の
予
測
の
失
敗
に
関
し
て
は
次
の
如
く
主
要
な
理
由
が
挙
げ
ら
れ
て
居
る
。

即
ち
、
け
は
彼
は
消
費
函
数
を
消
費
者
耐
久
財
と
消
費
者
非
耐
久
財
と
の
二
部
門
に
分
割
し
て
構
成
し
、
実
質
的
に
は
総
体
で
は
な
く

部
分
消
費
函
数
の
形
を
諜
っ
た
が
、
之
は
推
計
の
結
果
を
よ
り
正
確
に
す
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
推
計
結
果
の
組
織
的
な
バ
イ
ア
ス
を
招
く

も
の
で
あ
る
事
。
同
は
前
述
の

に
へ

1
グ
シ
は
戦
前
の
デ
ー
タ
か
ら
符
ら
れ
た
消
費
函
数
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
が
、
之
は
戦
時
中
の



以
後
、

へ
1
グ
シ
の
問
題
提
起
に
始
ま
り
そ
の
後
多
く
の
ケ
イ
ン
ジ
ア
ジ
、
成
い
は
非
ケ
イ
シ
ジ
ア
ジ
に
依
り

に
基
づ
く
賠
資
力
の
増
加
と
繰
延
需
要
の
殺
到
に
依
る
消
費
凶
数
自
体
の

νブ
ト
を
考
慮
し
な
か
っ
た
事
。

々
な
る
形
の
消
費
一
幽

流
動
資
鼠
の

数
の
設
定
と
夫
を
め
ぐ
る
批
判
、
論
争
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
得
ら
れ
た
函
数
形
の
主
な
る
も
の
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

言。
mmw
凶作

E
5
5
2
8
片

ω日
告
阿
佐
由
民

聞
記
。
吉
凶
作

。
日
∞
・
0
N
H
+
0
・∞
()ω

吋
丸
山
培
、

n
c・8
ω
(
M
m
w
Nゆ

j
ち
)
州
、
丸

H
岳
山
吉
田
凶
ぴ
問
。
貯
の
O
B
O

。
日
一
山
、
円
切
十
。
-

E

州
、
一
円
σmH]

宮
門
告
げ
a
o
M
1
0邸
内

M
m
w
Nむ

(
H
m
v
N
H
t
ω
φ
)

。
¥Nν

・弓

H
J
3・ω
∞
十
。
・
誌
師
、
a
s
h
u
-
N
何
十
H
・
5
H
(片山
g
m
W
E
E
N
N
)
(
H
m
w
N
ω
t
ち
)

h
h
)
・弓

H
∞
仏
・
戸
ム
T
0
・
認
可
冬
、
-
b
『十
0
・5
(吋
-
h
q
N
)
-
b
『)
I
M
(
H
S
H
J
A
F
H
)

同

ν

H

L

〈
日
〉
臼

ス
ミ

ν
I
ズ、

ク
ラ
イ
シ
の
式
で
注
目
す
べ
き
は
、
消
費
比
率
の
長
期
的
恒
常
性
を
説
明
す
る
た
め
、

ト
レ
ン
ド
の
導
入
を
意
図
し
て

- 27 

居
る
点
及
び
、
日
フ
ッ
グ
を
附
し
た
所
得
を
導
入
し
て
、
前
年
度
の
影
響
を
見
ょ
う
と
し
て
居
る
点
で
あ
る
Q

。

H
向
。
十
日
同
州
、
十
弘
司
十
N
h
(
N
)

。
日
向
。
十
日
州
、
十
E
M
師、“
+

N

h

(

ω

)

弘
明
日
出
庄
内
同

J
1
R
S
E
O

以
上
は
、
何
れ
も
基
本
的
に
は
ケ
イ
シ
ズ
的
総
体
消
費
量
函
数
、

又
は
そ
の
拡
張
と
考
え
ら
れ
る
べ
ま
も
の
で
あ
る
が
、
之
に
対
し
ク

イ
ン
ジ
ア
ン
の
設
定
し
た
消
費
凶
数
形
に
対
し
、
一
等
ら
歴
史
的
、
実
証
的
な
立
場
か
ら
批
判
を
提
起
し
、
比
の
論
争
の
前
期
に
於
て
主
動

的
な
役
割
合
}
果
し
た
グ
オ
イ
チ
シ
ス
キ
ー
は
、
「
戦
時
中
蓄
積
さ
れ
た
流
動
資
産
が
戦
後
イ
ン
フ
レ
を
惹
起
す
る
可
能
性
を
ケ
ノ
イ
ン
ジ
ア

ジ
は
無
視
し
て
居
る
、
消
費
函
数
は
好
況
期
と
不
況
期
で
は
性
買
を
異
に
す
る
か
ら
不
況
期
を
含
む
消
費
函
数
の
補
外
は
抱
険
で
あ
る
。
」

経
済
学
研
究
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総
体
消
費
必
数
分
析
の
成
凶

と
し
て
消
費
函
数
の
不
安
定
性
を
正
面
か
ら
主
張
し
た
。
比
の
、
ヴ
ォ
イ
テ
ン
ス
キ
ー
の
批
判
は
後
に
モ
デ
ィ
リ
ア
l
ニ
、
グ
ェ

l
ゼ
ン
ベ

はヲーν

、、HH.

号
制
吋

λ
I
J

H
ノ
1
に
依
る
ケ
イ
シ
ズ
的
消
費
函
数
超
克
の
た
め
の
礎
石
に
な
る
の
も
の
で
あ
る
が
、
此
処
で
我
々
は
再
び
ケ
イ
シ
ズ
自
身
の
問
題
提
起

に
帰
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ケ
イ
シ
ズ
自
身
は
先
に
も
触
れ
た
様
に
、

又
全
体
と
し
て
の
よ
般
理
論
ρ

の

ν
ス
テ
ム
が
そ
う
で
あ
る
様
に
、
彼
の
消
費
凶
数
の
も

あ
り

の
も
つ
安
定
性
は
殻
期
的
な
理
論
体
系
の
上
で
の
み
可
能
で

し
之
を
長
期
的
に
拡
張
す
る
な
ら
ば
ケ
イ
ン
ズ
自
身
が
先
に
与
件
と
し
て
設
定
し
た
フ
ァ
ク
タ
ー
が
変
数
と
し
て
入
っ
て
来
な

で
ア
メ
日
ノ
カ
ケ
イ
ン
ジ
ア
ジ
の
な
し
た
グ
イ
シ
ズ
の
総
体
消
費
語
数
の
拡
張
解
釈
は
正
に
ケ
イ
ン
ズ
自
身
の

つ
理
論
的
な
限
定
性
に
就
い
て
は
充
分
に
考
慮
し
て
居
た
。
彼
の

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
比
の

ん一

C<品。+α，y+u

鼠 3 Canadian observed data 
T. M. Brown 4) 

只
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

〈

G

一
v

の
過
程
か
ら
モ
デ
ィ
円
ノ
ア
l
ニ
及
び
グ

A
l
ゼ
シ
ベ
リ
ー
に
依
る
注
目
す
ベ
さ
理
論
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〉ー

しー-

OJ 

的
前
進
が
行
わ
れ
た
。

彼
等
は
先
ず
ケ
イ
シ
ズ
の
、
消
費
支
出
は
年
々
の
所
得
に
一
義
的
に
対
応
す
る
と
云
う
、
命
題
を
否
定

し
て
泊
費
者
の
所
得
変
化
に
対
す
る
反
応
に
は
何
ら
か
の
抑
制
的
な
力
!
捕
牲
が
働
く
の
で
現
在
の
所

得
変
化
に
対
す
る

そ
の
問
に
一
フ
ッ
グ
が
あ
る
と
す
る
。
従
っ
て
題
題
は
此
の
年

で
ふ
め
り

々
の
所
得
と
消
費
と
の
問
の
タ
イ
ム
ラ
ッ
グ
を
結
果
す
る
情
性
の
鮮
明
に
向
け
ら
れ
る
。

国
は
ブ
ラ
ワ
ン
が
の
日
向
。
十
日
同
師
、
十
ど
な
る
方
程
式
市
を
カ
ナ
ダ
の
デ
ー
タ
に
あ
て
は
め
て
タ
イ

の
式
と

と
の
関
の
差
異
(
レ
リ
V
J
プ
品

ム
グ
ラ
フ
に
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
此
の
図
は

ア
ル
)
と
時
間
と
の
関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
比
の
レ
V
デ
ュ
ア
ル
を
タ
イ
ム
グ
ラ
フ
に
就
い
て

の

見
れ
ば
明
ら
か
に
時
間
的
に
非
偶
発
的
な
も
の
で
あ
り

に
閣
内
述
す
る
明
自
に
循
環

夫
等
は



的
な
形
を
描
い
て
居
る
。
即
ち
一
九
二

0
年
代
に
於
て
所
得
が
上
昇
せ
る
時
は

は
同
で
あ
り
、
絶
対
値
に
於
て
減
少
し
て
居
る
が
、

一
九
三

0
年
代
初
期
に
所
得
が
下
降
し
た
時
に
は

は
川
別
立
増
加
し
て
語
る
。

一
九
三
一
一
一
年
以
降
一
九
一
一
一
八
年
を
除
い
て
所
得
は
漸
次

八
年
を
除
い
て
漸
次
下
降
し
た
。
比
の
関
係
は
明
瞭
で
あ
る
。
即
ち
所
得
が
上
昇
す
る
時
は
、

消
費
者
支
出
は
上
の
最
も
簡
単
な
凶
数
形
の
背
後
に
ラ
ッ
グ
を
持
ち
所
得
が
下
降
す
る
際
も
同
様
で
あ
る
。
我
々
は
前
者
に
於
て
い
門
の

上
芥
を
統
け
、
一
方
差
異
は
同
じ
く
一

旧
共
を
後
者
に
於
て
柿
の
差
異
も
な
有
す
る
事
と
な
り
、
斯
く
し
て
消
費
者
詩
要
は
以
前
の
時
期
の
所
得
に
或
い
は
類
似
の
循
環
的
変
数
に
何

ら
か
関
述
を
有
す
る
も
の
と
想
保
さ
れ
る
。

モ
デ
ィ

η
ノア

1
-
一
と
デ
ュ

1
ゼ
シ
バ
リ
ー
は
此
の
ラ
ッ
グ
を
結
果
す
る
も
の
は
消
費
者
の
過
去
に
於
け
る
最
高
の
実
賢
所
得
水
浮
に
依

足
。
仏
日
ぬ
同
町
宮
山
凶
作

M
F
¥
W
V
N
H
0

・。∞+。・
5
G
(州、
N
i
M
J
)
¥
M
J

片
山
日
勾
粥
(
時
刻
怜
封
)

w

M

J

H
国
邦
議
(
ぽ
削
減
品
川
河
)
W

N
m
h
同
部
当
お

時

-

H

0

・∞AH
へH
m
v
N
H
I
A
F
{
}
)

剛、

V
H
臨
時
行
球
号

- 29-

っ
て
実
現
さ
れ
た
消
費
に
基
づ
く
慣
習
持
続
で
あ
る
と
説
明
す
る
。

(
附

J
i
F
)
師、
γ

は
所
一
部
、
循
環
所
得
指
数
で
ゐ
り
、
後
に
コ
l
H
ノ
ン
・
ク
ラ

1
ク
に
依
っ
て
そ
グ
イ
η
ノ
ア
l
一
て
フ
ァ
ク
タ
ー
と
命
名
さ
れ

た
も
の
の
内
容
を
な
す
。

モ
グ
ィ
リ
ア
l
一
て
デ
品
、
i

ゼ
シ
ペ
リ
l
共
に
そ
の
ア
イ
デ
ア
を
等
し
く
す
る
が
、
デ
ュ
ゼ
シ
ベ
リ

I
V
問
題
の
展
開
は
前
者
よ
り
も

吏
に
広
般
で
あ
り
、

包
つ
問
題
の
提
起
と
し
て
よ
り
基
本
的
で
あ
る
。

一
九
五
二
年
刊
行
の
彼
の
「
所
持
、
貯
蓄
及
び
消
費
者
行
動
の
想
論
」
は
そ
の
理
論
構
成
に
二
つ
の
主
柱
を
有
す
る
。
け
は
消
費
者
行

経
済
法
研
究

八



総
体
消
費
弱
数
分
析
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日
間
出

清
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動
の
相
互
依
在
性
で
あ
る
。
即
ち
個
人
の
支
出
を

め
ん
と
す
る
欲
求
の
強
さ
は
他
人
が
消
費
す
る
財
投
と
彼
の
消
費
す
る
財
投
の
援
劣

の
比
較
に
依
っ
て
定
ま
る
。
詰
り
比
の
欲
求
の
強
さ
は
彼
が
交
探
す
る
人
々
の
支
出
の
何
ら
か
の
加
霊
平
均
に
対
す
る
彼
の
支
出
の
比
率

の
函
数
で
あ
り
、
比
の
ワ
エ
イ
ト
は
之
等
の
交
離
の
社
会
的
性
格
に
依
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
若
し
所
得
分
布
(
例
え
ば
ロ
ー
レ
ン
ツ
曲

線
〉
が
不
変
で
あ
る
な
ら
ば
、
比
の
加
霊
平
均
は
所
得
分
布
に
於
け
る
個
人
の
構
成
比
上
の
地
位
の
函
数
と
見
倣
さ
れ
る
。
従
っ
て
「
相

対
的
所
得
分
布
が
所
与
で
あ
れ
ば
、
戎
る
家
計
の

は
所
得
分
布
に
於
け
る
そ
の
構
成
上
の
地
位
の
一
義
的
な
逓
増
凶
数
で
た
る
が

絶
対
的
貯
蓄
率
は
所
得
の
絶
対
的
水
準
と
は
無
関
係
で
あ
る
」
と
論
結
す
る
。

但
し
比
の
消
費
者
行
動
の
相
互
依
存
性
と
云
う
考
九
方
は
既
に
グ
Z

ブ
レ
シ
に
依
り
彼
の
「
有
閑
階
級
論
」
の
中
に
街
示
的
消
費
と
し

主義
以

討
。
述
迫
誌
鶏

- 30ー

の
ふ

G

N

r
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N
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H
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p
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菌
〉
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U

山
政
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町
内
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パ
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U
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君
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山
町
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定
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町
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m
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N
h
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H
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(
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て
述
べ
ら
れ
て
居
る
所
で
あ
る

デ

ナ
i

ゼ
ン
ペ
リ
ー
は
彼
の
仮
説
の
例
証
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
由
人
と
黒
人
の
貯
蓄
態
容
を
検
討
し
た
結
来
、

同
一
所
得
水
準

の

い
事
を
指
摘
し
、
比
の
説
明
を
仮
に
白
人
と

と
が
同
一
の
絶
対
所
持
を
有
す
る
と
し
て

の
比
較
に
於
て
は
黒
人
の
方
が

い
の
で
、
彼
の
仮
説
を
以
て
す
れ
ば
此
の
間
の
説
明
は

あ
る
と

も
、
黒
人
の
方
が
所
得
分
布
上
の
相
対
的
地
位
が
白
人
の
夫
に
比
し
て

で

し
て
居
る
Q

彼
の

相
対
所
持
仮
説
μ

の

は
断
面
的
に
所
得
階
凶
を
追
え
ば
、
個
人
の
消
費
性
向
は
所
得
分

布
に
依
る
位
地
の
函
数
で
あ
り
、
之
に
対
し

し
所
得
分
布
の
服
態
が
安
定
的
で
あ
れ
ば
、
長
期
的
に
は
所
符
の
不
変
の
割
合

の
デ
ー
タ
l
と
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
の
長
期
の
デ
ー
タ
l
の

と
な
る
と
云
う
先
の

は

に
於
て
説
明
し
た
事
で
や
め
る
。

次
に
デ
ュ

l
ゼ
シ
ペ
リ
ー
の
同
の
仮
説
は
消
費
(
従
て
貯
蓄
)
!
所
得
関
係
は
、
〈
モ
デ
ィ
リ
ア
ー
ペ
デ
ュ

l
d
y
ベ
リ
l
tハ
に
消
費

っ
て
毘
る
が
消
費
者
行
動
の
研
究
の
上
で
両
者
は
間
一
の

-31-

陶
数
の
反
面
の

通
じ
て
不
可
逆
的
で
あ
る
と
公

彼
は

の
み
な
ら
ず
、

す
る
。

つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
)

時
間
を

で
あ
る
。

と
所
得
関
係
は
短
期
的
な
景
気
循
環
の
過
程
の
呉
な
っ
た
点
で
は
各
々

る
と
考
え
、
従
っ
て
斯
る
短
期
の
循
環
的
運
動

(
従
っ
て
消
費
)
比
率
の
恒
常
性
を
示
す
長
期
的
運
動
を
向
時
に
説
明
す
る
仮
説
が
採
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
主
技

め
に
M
J
H
0
・
担
割
¥
F
l
o
-
H
C
G
一

司

H

0

・c

M
P
H
M印
刷
州
怜
封
。
詰
〉
碍
蹴

州、
h

口
氏
関
怜
封
。
蛮
〉

A
沼
山
吋
当
お

数
。
一
節
議
蹴
門
凶
同
同
州
凶
行
出
光
州
日

。13
+
日
同
州
、
+
白
M

ぺ

十

総

本

)

(
H
C
M
m
w
t
白
)

経
済
学
研
究
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総
体
消
費
函
数
分
析
の
際
、
闘

治
水
川

彼
の
函
数
捧
成
の
要
点
は
、
消
費
が
そ
の
時
々
の
所
得
の
み
な
ら
ず
過
去
に
於
け
る
所
得
に
も
依
存
す
る
と
云
う
仮
定
の
許
で
過
去
に

於
け
る
最
高
所
得
水
準

F
を
導
入
す
る
点
に
あ
る
。

比
の
説
の
根
底
に
あ
る
基
本
的
な
心
理
的
前
提
は
戎
る
家
計
の
所
得
が
下
落
し
た
際
に
、

そ
の
支
出
を
節
減
す
る
努
力
は
最
初
に
消
費

を
崎
町
む
事
よ
り

で
あ
り
、

そ
の

は
む
し
ろ
貯
蓄
を
鵠
牲
に
し
様
と
す
る
態
度
と
な
っ
て
結
果
す
る
と
云
う
一
般
的
命
題
で
あ

る。
斯
く
し
て
彼
は
短
期

l
循
環
的
運
動
!
を
所
得
が

oY
を
下
回
る
局
面
(
不
況
期
〉
セ
含
む
も
の
と
し
て
把
え
、
長
期

l
成
長
的
運
動
i

を
所
得
が
上
昇
を
続
け
、
従
っ
て

bY
が
年
々
更
新
さ
れ
て
行
く
服
態
と
し
て
考
え
る
。

そ
の
結
果
、
循
環
的
貯
蓄
性
向
は
長
期
的
貯
蓄

性
向
よ
り
も
高
く
、
従
っ
て
長
期
的
関
係
を
推
定
す
る
た
め
に
、
之
を
使
用
す
る
事
は

っ
た
結
論
争
}
招
く
と
云
う
。

更
に
彼
は
所
得
に
対
す
る
消
費
の
ラ
ッ
グ
の
存
在
す
る
結
果
、
消
費
多
出
は
鋸
歯
肢
に
累
積
さ
れ
て
上
向
を
辿
る
(
即
ち
一
旦
確
立
さ

- 32-

れ
た
消
費
水
準
の
存
在
す
る
限
り
、
不
況
期
に
な
っ
て
も
完
全
に
逆
戻
り
す
る
事
は
な
い
。
)
と
云
う
所
謂
鋸
歯
扶
効
果
(
ラ
ナ
エ
ッ
ト
・

エ
フ
ェ
ク
ト
)
を
挙
げ
て
居
り
、
経
済
の
短
期
と
長
期
を
結
ぶ
重
要
な
辞
を
提
供
す
る
も
の
と
し
一
て
注
目
芯
れ
て
居
る
。

=
、
ジ
エ

i
ム
ス
・
ト

i
ビ
ン
流
動
資
産
保
設

二
者
に
対
す
る
有
力
な
批
判
が
現
わ
れ
た
。

モ
デ
ィ
リ
ア
1
ニ
、
デ
4
1
ぞ
ン
ペ
リ
ー
に
依
る
問
題
の
提
起
に
依
り
新
た
な
局
面
の
展
開
な
見
た
消
費
回
数
論
争
史
上
に
早
く
も
前

そ
れ
は
ジ
エ
}
ム
ス
・
ト
1
ビ
ン
》
に
依
っ
て
提
起
さ
れ
、

そ
の
後
ク
ラ
イ
ン

に
依
り
問
題

の
掘
h

「
げ
が
仔
わ
れ
て
居
る
所
調
、
流
動
資
産
仮
説
で
あ
る
。

九
五
一
年
、

ジ
ョ
ン
・
へ
ン
リ

l
・
ヲ
イ
リ
ア
ム
ス
記
念
論
文
集
に
現
わ
れ
た
H

相
対
所
得
、
絶
対
所
得
及
び
貯
蓄
U

と
題
す
る
彼
の

論
文
の
内
容
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
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Source. G. Tobin; 

n
u

門

t
n
w
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d
ι
z
a
a
&
S
A苛
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1940 

1941 

1942 

t

i

A

り

内

え

U

R
υ
β
o
n
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(50 familie3) E 

1940 

1941 

1942 

A
U
m
o
n
O
 

R
U
4
4
R
υ
 

(22 families) m 

1940 

1941 

1942 

先
ず
彼
は
ケ
イ
シ
ジ

ア
ン
の
消
費
、
函
数
の

依
拠
す
る
仮
説
を
絶

対
所
得
仮
説
と
呼
び

之
に
対
し
デ
ヰ

l
ゼ

シ
ペ
リ

1
型
の
消
費

小
川
引
法
制
)
語
数
の
夫

を
相
対
所
得
仮
説
と

呼
ぶ
。
以
下
、
彼
の

- 33-

の
方
向

は
比
の
二
仮
説
の
検

託
に
向
け
ら
れ
る
。

cf. p. 141 

付
、
最
初
に
彼
は

一
九
問
。
!
四
二
年

に
於
け
る
家
計
収
支

G. Tobin; 

の
デ
ー
タ
ー
に
就
き

消
費
比
率
と
絶
対
所

ね
及
び
相
対
所
得
と



総
体
消
費
留
数
分
析
の
展
開

活
水
} 11 

の
関
係
を
検
討
し
、

一
般
的

っ
て
む
し
ろ
絶
対
所
得
叙
説
の
方
が
良
好
な
フ
ィ
ッ
ト
を
示
す
事
を
指
摘
す
る
。

同
円
、
次
に
同
一
時
点
に
於
け
る
呉
な
っ
た

の
比
較
と
し
て
白
人
と
黒
人
の
家
計
の
比
較
宏
一
行
う
。

〆町、

五
年
オ
ハ
イ
オ
州
ゴ

ロ
シ
パ
ス
及
び
ニ
斗

l
ヨ
ー
ク
の
材
料
に
よ
る
。
〉

比
の
比
較
の
結
果
は
、
黒
人
の
家
庭
の
貯
蓄
は
同
一
絶
対
所
得
を
有
す
る
白
人
の
夫

よ
り
も
著
し
く
高
い
事
が
看
取
さ
れ
、
明
ら
か
に
相
対
所
得
仮
説
の
妥
当
性
を
立
証
す
る
如
く
で
あ
る
が
、
市
し
斯
の
如
き
現
象
の
説
明

は
所
得
以
外
の
他
の
変
数
を
導
入
す
る
事
に
依
っ
て
も
説
明
し
得
る
。
即
ち
黒
人
は
全
体
と
し
て
所
得
以
外
の
他
の
財
政
的
諒
泉
が
非
常

に
少
な
い
。
比
故
に
黒
人
は
白
人
程
多
く
借
財
の

に
恵
ま
れ
ぬ
し

又
そ
の
能
力
も
な
い
。
黒
人
の
相
対
的
に
お
い

の
殆
ん
ど

全
て
の
理
由
は
財
政
的
準
備
金
の
欠
如
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
臨
界
点
以
上
の
家
庭
で
黒
人
と
白
人
の
間
の
消
費
行
為
に
大
差
の
な
い

の
可
能
な
財
政
的
源
泉
に
依
存
す
る
。
若
し
彼
等
が
全
然
資
産
借
財

場
合
で
も
、
臨
界
点
以
下
の
家
庭
の
貯
蓄
行
為
は

の
用
い

上
の
所
有
が
あ
れ
ば
か
負
の

を
す
る
か
或
い
は
少
な
く
と
も
彼
等
の
契
約
貯
誌
は
下
の

し
か
行
わ
ぬ
で
あ
ろ
う
。

の
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等
を
有
し
な
い
場
合
に
は

t土

品
市
内
パ
ヱ

E
w
L
t
 

の

(
保
険

の
た
め
に
プ
ラ
ス
と
な
る
に
過
ぎ
ぬ
。
若
し
以

貯
蓄
者
の
平
均
赤
字
は
、
最
高
所
得
回
を
例
外
と
す
れ
ば
、
黒
人
よ
り
白
人
の
方
が
非
常
に
大
で
あ
る
。

般
的
に
黒
人
の
家
庭
の
赤
字

は

の
減
少
よ
り
は
む
し
ろ

の
増
加
に
依
っ
て
賠
れ
、
比
の
逆
は
実
質
的
に

に
依
存
す
る

白
人
の
家
庭
に
あ
て
は
ま

る
。
従
っ
て
以
上
の
二
つ
の

に
関
す

の

は
、
消
費
性
向
に
於
け
る
槌
族
的
な

は
グ
相
対
所
得
仮
説
μ

の
段
用
な
し

に
説
明
が
可
能
で
あ
り

に
H

絶
対
的
所
得
仮
説
μ

は
か
資
産
μ

理
論
の
補
完
を
得
て
、

よ
り
適
切
な
説
明
か
}
な
し
得
る
。

日
開
、
地
理
的
に
異
な
れ
る
地
域
の
比
較
。

彼
は
此
処
で
地
躍
的
に
異
な
っ
た
都
市
開
の
貯
蓄
態
容
の
比
較
を
な
し
て
居
る
が
、
之
に
J

お
絶
対
所
得
仮
説
が
よ
り
良
い
フ
ィ
ッ
ト
な
示

す
事
を
指
摘
し
て
窟
る
。
更
に
地
域
開
の

の

に
関
し
て
は
、
若
し
貨
幣
所
得
及
び

が
地
域
的
な
側
格
去
に
適
応
さ
せ

ら
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、

に
於
け
る
差
の
戎
る
物
は
消
滅
す
る
で
あ
ろ
う
Q

と
附
言
し
て
居
る
。



此
処
で
興
味
の
φ

め
る
の
は
、
彼
が

と
都
市
と
の
比
較
に
言
及
し

の
家
庭
は
同
一
貨
幣
所
得
を
有
す
る
都
市
の
家
庭
の

よ
り
も
高
い
事
を
報
じ
、
な
お
此
の

に
依
つ
て
は
説
明
さ
れ
な
い
と
し
て
窟
る
点
で
あ
る
。
之
は
後
に
ク
ラ
イ
シ
が
泊
費
者
行
動
の
分
析
に
於
て

は

の
分
布
に
対
し
て

ゴド

業
貯
蓄
比
乙手
‘~ 

事関
業述
単せ
f立し
をめ
掠る
去事

し
て

し
て

る
の
と
A
A

ハに

の
あ
る
点
で
あ
る
が
、
別
に
行
わ
れ
て
居
る

の
家
計
消
費
に
関
す
る

々
な
る
実
証
的
な
研
究

に
照
ら
し
て
も

農
家
の
消
費
i
貯
蓄
行
為
に
関
し
て
別

検
討
す
る
必
要
が
ゆ
め
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
比
の

に
対
し
特
殊
な
ピ

へ
l
ピ
ア

る
原
悶
は
主
と
し
て

の
性
格
に
基
づ
く
年
々
の
所
得
の
不
安
定
性
と

の

都
市
家
計

の
次
に
比
し
て
よ
り
硬
宜
的
で
あ

に
求
め
ら
れ
る
も
の
と
忠
わ
れ
る
。

以
上
挙
げ
た
二
つ
の
仮
説
に
対
す
る
三
つ
の

の
中
、
相
対
所
得
仮
説
の
解
釈
が
絶
対
所
得
仮
説
の
解
釈
よ
り
も
予
想
の
よ
り
由
民
い

ツ
ー
ル
で
あ
る
事
を
立
証
し
た
の
は
一
つ
な
い
。
一
市
し
そ
の

は
、
国
民
所
得
に
対
す
る
貯
蓄
比
率
の
相
対
的
恒
常
性
を
七

は
貯
蓄
比
率
が
絶
対
的
実
質
一
納
得
の
単
な
る
回
数
で
あ
る
と
云
う
簡
単
な
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に
一
円
一
つ
て
説
明
す
る
と
云
う
点
に
あ
り
、
比
の

ケ
イ
ン
ジ
ア
ジ
の
理
論
に
依
っ
て
説
明
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
比
の
欠
点
を
補
な
う
た
め
に
ケ
イ
シ
ジ
ア
ン
は
ト
レ
シ
ド
の
導
入
に
依

り
消
費
の
長
期
的
成
長
を
説
明
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
が

之

て
説
明
し
尽
す
程
強
力
な
も
の
で
は
な
い
と
云
う
の
が
、

ヴ
ォ
イ
チ
シ
ス
キ

1
以
来
非
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
に

し
た

で
あ
っ
た
。
之
に
対
し
ト

l
ピ
シ
は
、
比
の
長
期
的
恒
常
性
は
実
質
所
得

の
成
長
に
新
た
な
変
数
を
加
え

に
依
っ
て
説
明
さ
れ
る
と
す
る
。
即
ち
先
に
一
群
の
家
庭
の
貯
蓄
性
向
は

に
そ
の
赤
字
を
購
う
能

力
、
即
ち
そ
の

の
保
有
に

べ
き
で
あ
る
と
云
う
理
由
が
示
さ
れ
た
。
赤
字
を
購
う
主
要
な
手
段
は
少
な
く
と
も
都
市
の
家
賠

に
於
て

銀
行
預
金
、
貯
蓄
公
債
を
引
出
す
事
で
あ
る
。
此
の

の
供
給
は
時
が

つ
に
つ
れ
て
所
得
が
増
加
す
る
以
上

の

で
増
加
す
る
事
は
殆
ん
ど

、
ー
と
、
。

、ν4
μ
争
f
h

ト
v

全
貨
幣
の

予
金
、
流
通
通
貨
に
対
す
る
国
民
生
成
物
の
比
率
は
入
。

年
代
の
二
・
五
か
ら
ニ

0
年
代
の
了
五
に
落
ち
て
居
る
。
従
っ
て
資
度
保
有
の
成
長
は
消
費
性
向
を
継
続
的
に
引
上
げ
、
貯
蓄
比
奈
が
実

続
済
学
研
究

八



総
体
消
費
部
数
分
析
の
展
開

潜
水
川

質
所
得
の
増
大
に
つ
れ
て
上
昇
す
る
の
を
防
ぐ
原
因
に
な
っ
た
事
は
、
当
然
考
え
ら
れ
る
と
結
論
す
る
Q

彼
は
そ
の

と
し
て
、
戦
後

の
純
貯
蓄
の
低
水
準
に
対
す
る
主
要
な
閣
は
白
が
負
の
貯
蓄
者
の
平
均
赤
字
が
巨
大
な
増
加
を
示
し
、
購
買
力
を
一
定
に
し
て
測
定
し
た
所

で
は
平
均
の
赤
字
が
一
九
四
一
年
比
較
し
て
一
九
四
七
及
び
四
八
年
に
了
慶
二
倍
に
な
っ
た
。
比
の
平
均
の
負
の

の
増
加
は
め
ん
ど

正
確
に
流
動
資
産
の
上
昇
に
比
例
す
る
。
正
の
貯
蓄
者
の
平
均
余
剰
は
実
質
的
に
戦
前
、
戦
後
を
遇
じ
て
変
化
な
く
、

と
合
の
貯

の
人
口
比
率
に
は
殆
ん
ど
変
化
が
な
い
と
論
じ
て
居
る
。

以
上
彼
の
理
論
を
要
約
す
れ
ば
次
の
如
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

「
貯
蓄
態
容
の
決
定
に
関
し
て
二
つ
の
仮
説
が
考
え
ら
れ
る
Q

而
し

の
検
証
に
依
り
か
絶
対
所
得
u

の
解
釈
が
他
の
理

よ
り
も
良
く
事
象
を
説
明
す
る
事
が
…
説
明
さ
れ
た
。
而
し
之
に
は

が
所
得
と

の
保
有
に
依
存
す
る
と
云
う
仮
説
の
援
用
が
嬰
求
さ
れ
る
ο

る
と
云
う
点
に
あ
る
。
比
の
恒
常
性
の

H

相
対
所
得
仮
説
。
の
成
功
は
夫
が

の
長
期
の
恒

特
巾
性
を

及
び
所
得
の
成
長
は
必
然
的
に
高
い
相
関
関
係
を
持
っ
て
屠
る
の
で
経
済
は

は
又
代
替
的
に
資
境
保
有
の
成
長
に
依
っ
て
も
簡
単
に

れ
る
。
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に
所
得
の
み
に
基
づ

の
到
き
に
依
つ
て
は
充
分
に

説
明
さ
れ
得
な
い

ロ
ー
レ
ン
ス
・
ロ
バ

i
ト
・
タ
ラ
イ
ン
に
依
る
H

資
産
理
論
μ

の
深
化

比
の

で
私
が
取
上
げ
る
の
は
J
資
産
負
債
及
び
経
済
行
動
μ

と
題
す
る
論
文
と
エ
コ
ノ
メ
ト
リ
カ
に
於
け
る
H

忠
人
対
内
入
の

の

と
消
費
頭
数
問
題
ρ

と
の
二
つ
で
あ
る
。

は
ト
l
ピ
ン
に
依
っ
て
提
起
さ
れ
た
流
動
資
産
仮
説
の
検
討
を
中
心
に
月

の

へ
の
一
般
的
な
一
適
用
を
怠

闘
し
、
後
者
は
そ
の
成
果
の
具
体
例
へ
の
適
用
と
も
兄
ら
れ
る
Q

順
序
と
し
て

の
検
討
よ
り
始
め
る
。
此
の

負
依
及
び
経

済
行
動
μ

の
中
で
、
最
初
に
彼
は
資
産
及
び
負
債
の
如
キ
ロ
バ
ラ
ン
ス
-
V
1
ト
の
項
目
が
ど
の
よ
う
に
家
計
及
び
企
業
の
経
済
行
動
と
結



、‘

合
す
る
か
を
究
め
る
事
に
あ
る
と
目
的
を
設
定
す
る
。

次

と
し
て
の
フ
ロ

l
及
び
ス
ト
ッ
ク
の
概
念
を
把
え
、

の
ス
ト
ッ
ク
が
消
費
者
の
経
済
行
為
に
対
し
て
如
何
な
る
経
済

学
的
な
意
味
を
有
っ
か
を
検
討
す
る
。
即
ち
伝
統
的
な
線
に
沿
う
狸
論
的
モ
デ
ル
は
、
各
舗
の
家
計
に
於
け
る
効
用
回
数
を
各
期
間
の
財

貨
及
び
サ
I
グ
ィ
ス
の
消
費
量
と
同
時
に
、
計
画
期
間
に
於
け
る
各
会
計
年
度
の
終
り
に
存
在
す
る

々
な
る
形
体
の

の

保
有
に
、
霞
楼
依
存
す
る
。
家
計
は
比
の
函
数
を
各
期
間
の
期
首
に
於
け
る
財
産
と
各
期
間
の
純
貯
蓄
の
合
計
が
各
期
の
終
り
に
存
在
す

る
財
産
の
呈
に
等
し
い
と
云
う
条
件
で
、
極
大
化
し
よ
う
と
す
る
。
北
の
媛
大
化
の
計
画
段
、
財
貨
及
び
サ
1
グ
ィ
ス
に
対
す
る
市
川
安
と

負
債
に
対
す
る
欲
求
が
、
市
場
価
格
の
体
系
及
び
同
財
産
の
期
首
に
於
げ
る
ス
ト
ッ
ク
に
依
存
す
る
も
の
と
し
て
立
案
さ
れ
る
。

比
の
源
論
は
経
済
行
動
に
於
け
る
ス
ト
ッ
ク
の

に
ス
ト
ッ
ク
に
及
ぼ
す
他
の
変
数
の

に
対
し
て
組
織
的
な
説
明
か
}
与
え

る
。
同
様
な
留
学
は
企
業
に
も
妥
当
し
、
従
っ
て
彼
は
消
費
者
及
び
企
業
者
の
行
動
に
対
し
期
首
に
於
け
る

の
保
有
町
民
を
変
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数
と
し
て
導
入
す
べ
き
事
を
提
唱
す
る
。

又
、
利
子
市
平
に
関
す
る
流
動
性
選
好
理
論
に
依
っ
て
、
貨
幣
ス
ト
ッ
ク
が
経
済
行
為
に
関
し
重
要
な
役
割
を
波
得
し
た
。
比
の
理
論
は

巨
視
的
水
準
で
取
扱
わ
れ
て
居
る
が
家
計
及
び
企
業
に
対
す
る
接
近
を
通
じ
て
個
々
人
の
決
意
に
も
関
係
せ
し
め
ら
れ
る
。

此
処
迄
に

η

資
産
理
論
ρ

を
如
何
な
る
形
で
従
来
の
経
済
学
と
結
合
さ
せ
得
る
か
と
云
う
彼
の
方
向
は
明
較
で
あ
る
。
即
ち
付
は
家
計

的
側
面
を
通
し
て
消
費
者
の
効
用
函
数
と
、

M
H
は
企
業
的
側
聞
を
通
し
て
生
産
者
の
利
潤
函
数
と
結
び
付
き
、
極
大
原
聞
に
依
っ
て
理
論

的
統
一
帽
を
意
図
す
る
も
の
と
忠
わ
れ
る
。

市
し
経
済
行
為
に
対
す
る
変
数
と
し
て
の
ス
ト
ッ
ク
の
や
で
も
、
例
え
ば
実
物
資
本
ス
ト
ッ
ク
の

に
投
資
決
定
に
ネ
ガ
テ
ブ
に
働
く

も
の
も
為
れ
ば
、
流
動
資
本
の
様
に
潟
費
及
び
投
資
決
定
に
ボ
ジ
テ
ブ
に
働
く
も
の
も
あ
る
。
又
、
商
品
の
ス
ト
ッ
ク
や
実
物
資
本
の
ス

ト
ッ
ク
の
よ
う
に
短
期
的
、
或
は
長
期
的
性
格
を
区
別
す
る
必
安
が
あ
る
。
直
接
投
資
決
定
に
当
っ
て
重
要
な
の
は
短
期
的
性
格
の
ス
ト

経
済
法
日
研
究

八



総
体
消
費
関
数
分
析
の
渡
部

治
水
川

ッ
ク
で
比
の
意
味
で
流
動
資
産
の
保
有
の
検
討
は
企
業
の
行
動
を
分
析
す
る
擦
に
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
又
、
例
え
ば
負
債
又
は
株
券
発

行
に
対
す
る
企
業
の
決
意
は
、
市
場
収
益
、
営
業
規
模
等
に
依
存
す
る
が
、

た
め
の
基
金
を
提
供
し
得
る
能
力
を
示
す
事
に
依
っ
て
投
資
決
意
に
影
響
を
与
え
る
。

そ
の
獲
得
は
将
来
の
収
誌
を
予
想
し
て
の
笑
物
資
本
購
入
の

以
上
の
企
業
の
投
資
決
意
に
及
ぼ
す
資
本
及
び
負
債
の

と
同
様
な
事
は
経
済
の
家
計
的
側
面
に
も
あ
て
は
ま
る
。
一
方
現
物
の
財
産

即
ち
流
動
的
な
叫
財
産
!
現
金
、
政
府
公
債
、
外
国
債
券
ー
は
私
的
消
費
及
び
投
資
を
強
化
す
る
資
産
価
俄
で
あ
り
、

の
ス
ト
ッ
ク
は
消
費
及
び
投
資
を
弱
め
る
傾
き
が
あ
る
。
家
計
の
部
門
で
企
業
の
場
合
に
見
ら
れ

と
同
様
な
事
は
、
消
費
者
耐
久
財
に
於
て
見
ら
れ
る
。
従
来
の
消
費
者
の
支
出
行
為
の
分
析
で

を
消
費
の
独
立
し
た
変
数
と
し
て
扱
う
と
云
う
態
度
が
欠
如
し
て
居
た
と
云
う
。
比
処
で
我
々
が

ス
ト
ッ
ク
の
投
資
に
及
ぼ
す
影

れ
て
語
た
重
要
な
点
は
耐
久
対

し
て
は
な
ら
な
い
点
は
、
右
の
如

れ
て
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で
あ
る
。

き
ク
ラ
イ
ン
の
構
想
の
中
に
は
明
ら
か
に
最
初
に
へ

1
グ
シ
が
行
っ
た
部
分
消
費
回
数
の
措
成
が
路
々
同
様
な
形
で

る
事

地
処
で
彼
は
経
済
行
為
に
と
っ
て
は
貨
幣
所
得
は
非
貨
幣
所
得
よ
り

所
得
は
良
業
者
及
び
住
居
所
有
者
に
と
り
最
も
重
要
で
あ
る
。
〉

と

る。

而
し
て
彼
は
似
人
及
び
よ

で
あ
る
(
只
し
、
非
貨
幣

の

の
理
由
を
安

経
済
行
動
に
閉
す
る

全
性
、
流
動
性
、
収
益
期
待
に
求
め
、
保
有
反
対
の
理
由
を
資
本
価
値
喪
失
の
可
能
性
に
帰
し
て
居
る
Q

以
上
が
、

シ
に
依
っ
て
初
め
て
提
起
さ
れ
、
ク
ラ
イ
シ
に
依
っ
て
理

の

次
に
消
費
者
所
得
の
調
査
の
デ
ー
タ
ー
に
依
っ
て
彼
が

し
ょ
、
フ
。

し
た

が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
五
に
依
れ
ば

と
所
得
の
間
に
非
常

ゴ
シ
ス
タ
シ
ト
で
あ
れ
ば
、

之
は

と
流
動
性
資
産
と
の
間
に
正
の
相
関
関
係
が
見
ら
れ

る
側
の
人
々
に
依
っ
て
従
来
仮
定
さ
れ
て
屠
る
夫
と
は
逆
で
あ
る
。
市
し

を
加
工
し
た

ジ
エ

l
ム
ズ

-
L
i
l
ピ

" 

で
あ
る
。

六
は
上
の
デ
ー
タ
ー
か
ら
彼

る

判
明
す
る
。
吏
に
所
得
が

こ
よ
1聞

に
ホ
A
f
J
3

の
影
響
を
強

ム
ハ
に
も
就
い
て
見
ら
れ
る
結
果
は
別



で
あ
る
。
彼
は

表 5 JiJi'f号ー階尾差別平均所得貯蓄
及び流針資援額(品)

流動資漆

-393 

-111 

- 61 

- 14 

32 

138 

138 

334 

431 

1，775 

546 

728 

546 

1，091 

1，091 

1，091 

1，455 

1，637 

2，001 

8，004 

cf. p. 209. 

一
市
川
凡
山
川
娘
一

府

知

均

一

託
子
ヒ
一

L
m
ν
z
l
i
一

一
均
羽
一

一
時
川
崎
判
一

一
符
数
一

一
好
一

9

6

沼

4

2

8

5

1

1

4

一

司

M

P

O

η

a

の
U

一一句胸部ム一

a
a
u
a
a
Q仏
&

&

&

4

6

…
引
の
一

表
一
斉
窓
口
バ
U
U
J
U

一
的
哨
土
一

ω
ω
ω
ω
ω

一た一
1
3・
J
一

一

一

一

一

一
千
山
富
符
一

一

暦
一

階
一
H
古

一
山
町

f尋

489 

1，152 

1，711 

2，164 

2，618 

3，037 

3，526 

4，048 

5，097 

11，032 

所議内丁"日"'

1 

2 

8 

4 

w
h
U
P
O

門

a

n
自

n
U
A
V
噌
-
A

1.12 

0.63 

0.32 

0.50 

0.42 

0.26 

0.41 

0.40 

0.05 

0.04 

0.08 

0.08 

0.16 

Klein; 

1 

2 

w
b
ρ
0
η
a
 
o
o
n
w
U
A
U
 

噌

g
A

め
¥
州
、
日
向
。
+
日
H
H
C
ぬ
師
、
+
J
3
N
い
¥
ぺ

3 

4 

2
M
V
0
・

2
v
。

ム
ハ
に
基
づ
い
て
次
の
如
き
函
数
式
を
構
成
す
る
。

得
変
化
の
影
響
を
見
る
。

経
済
学
研
究

八

(

印

)

次
に
彼
は
先
に
述
べ
た
デ
ー
タ
ー
か
ら
各
所
得
階
胞
を
所
得
の
年
々
の
変
動
の

0.39 

0.73 

cf. p. 210. Klein; 
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し
ぎ
も
の
と
比
較
的
安
定
な
も
の
と
を
昆
別
し
、
所

め
¥
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n
h
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+
h
p
H
o
m
¥
州
、
-
弓
+
h
U
M
N
い
¥
州
、
+
も
u
ぺ州、
l
州、
L)¥
て
よ
+
も
お
i
T
N
h

お
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総
体
消
授
菌
数
分
析
の
展
開

清
水
川

次
-c. 

は
密
接
に
所
得
及
び
所
得
変
化
に
関
迎
し
て
居
る
の
で

の
既
知
の
効
果
を
計
上
し
た
後
に

に
残
る
残
余
の
変
動

が
ど
れ
だ
け
資
産
及
び
負
債
に
依
っ
て
説
明
さ
れ
る
か
を
検
討
す
る
Q

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
ー
の
表
面
的
な
観
察
か
ら
は
(
表
五
参
照
〉

般
的
な
傾
向
と
し
て
は
流
動
性
資
産
及
び
負
債
は
平
均
し
て
所
得
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
増
加
し
、
更
に
各
所
得
階
層
に
於
て
平
均
資
産

は
所
得
変
化
の
大
な
る
階
寝
よ
り
も
小
な
る
階
層
に
於
て
多
い
。
比
の

彼
は
各
所
得
階
層
毎
に
、
(
切
)

(

h

)

流
動
性
資
意

(N5
家
族
数
(
む
)
負
債
総
額
の
モ
メ
ン
ト
・
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
を
作
り
、

に
対
す
る
流
動
性
資
産
及
び
負
債
の
効
果
を
見
る
た
め
に
、
に
対
す

る

の
効
果
を
検
討
す
る
o

m¥て
と
~
い
¥
州
、
は
主
と
し
て
低
所
得
階
摺
で
は
負
の
純
相
関
を
示
す
。

N
は

に
対
し
て
負
の
相
関
含
有
す
る
。

又、

そ
の
結
果
、

大
体
、
貯
蓄
と
負
債
の
簡
に
は
五
の
相
関
が
磯
認
さ
れ
た
。
市
し
先
験
的
に
流
動
資
本
の

大
な
る
程
、
支
出
は
よ
り
大
と
な
り
貯
蓄
は
よ
り
少
な
く
な
る
事
が
予
想
さ
れ
る
。
負
債
は
負
の

に
与
え
る

負
な
る
事
は
予
想
し
得

で
あ
る
か
ら
負
債
と
貯
蓄
と
の
間
に
は
正
の
相
関
を
持
つ

期
待
出
来
る
。
負
債
の
招
致
は
支
出
に
対
す
る
附
加
的
基
金
の
源
泉

- 40ー

る
。
詰
り
支
出
に
充
て
ら
れ
る

を
供
し
、
斯
く
し
て
貯
蓄
は
可
能
な
ら
し
め
ら
れ
る
。
又
、
負
債
償
還
に
依
る
減
少
分
は
貯
蓄
の
減
少
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
之
は
貯
蓄
に

対
す
る
負
債
の
正
の
効
果
を
強
め
る
。
又
貯
蓄
と
家
庭
規
模
の
問
に
負
の
相
関
関
係
を
有
す
る
事
も
容
易
に
推
察
さ
れ
る
と
云
う
の
が
彼

の
解
釈
で
あ
る
。
従
っ
て
彼
が
最
終
的
に
構
想
す
る
回
数
の
一
般
形
は

∞
日
¥
〔
州
、
同
(
州
、
i
州、
L)¥
吋
l
M〕

!?h判。向。

+
P
3
Nい十内初日
N

弓
!
?
?
口
臼
む

+
F
S

(
叶
)

で
あ
り
、
先
に
上
げ
た
デ
ー
タ
1
の
実
際
の
数
字
か
ら



日
山
¥
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、
H
i
。
・
8
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・
ω
2
0
ぬ
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、
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1
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・
N
H
N
い
¥
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、
ー
一
-
0
・

3
(吋
l
州
、
L
)
¥
吋
よ
+
。
・
0
2
ω
h
H
+
N
h

出
0
5
0
0
4
5
0岡
山

(
N
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muoHM仏
E
m
g戸山
門
出
)

日
出
¥
吋
H
i
H
・
2
+
。
・
品
∞
H
O
ぬ
州
、
¥
b
q
1
0
・
g
N
い
¥
州
、
+
。
・
0
叶(ぺ
i
吋
よ
)
¥
州
、
L
+
0
・
0
0
g
Q
i
γ
N
h

問
。
口
栄
凶
器
(
ω
]
[

∞∞匂
σロ
門
出
口
ぬ
ロ
ロ
日
付
出
)

は
所
得
が
増
加
す
る
階
級
よ
り
も
所
得
の
減
少
す
る
階
躍
に
於
て
著
し
く
、
所
得
減

少
と
流
動
性
資
産
保
有
の
綜
合
効
果
は
疑
も
な
く
他
の
変

数
の
分
離
的
な
効
果
よ
り
も
強
い
。

，
な
る
式
を
導
出
し
た
。

市
し
て
彼
は
流
動
性
資
産
と

と
の
間
の

JtI;8人 m一一一一一一
社名軍人恥ふ時ー叩叩酌』
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米鶴自入黒人貯議主義比較

(1947~50 年)

Klein: Negro-White sawing differentials' 
econometria Vol. 21， p. 428， July. 1953. 

/0000 C，OOO 

重副 4 

と
流
動
性
資
産

と
の
間
の
関
述
が

々
な
る
家
計
の
揺
で
組
織
的
に
変
動
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す
る
と
云

は
高
度
の
水
準
の
経
済
活
動
を
期
待
す

る
に
当
っ
て
貨
幣
政
策
或
は
伸
縮
的
な
賃
銀
及
び
価
格
政

策
の
判
桁
の
た
め
に
最
も
重
要
で
あ
る
と

論
し
て
窟

る。
エ
コ
ノ
メ
ト
リ
カ
に
於
け
る
「
白
人
対
黒
人
の

の

と
消
費
函
数
問
題
」
と
題
す
る
論
文
は
前
掲
論
文
に

於
て
ク
ラ
イ
シ
が
な
し
た
H

資
本
斑
論
U

の
構
想
を
デ
ュ

ト
1
ピ
シ
以
来
伝
統
的
に
試
み
ら
れ
た

ー
ゼ
ン
ベ
リ

1
、

白
人
対
黒
人
の
貯
蓄
態
容
の

の
説
明
に
再
度
笑
託
的



総
体
消
費
菌
数
分
析
の
展
開

f0 
7k 
)11 

に
週
間
を
試
み
た
も
の
と
し
て
興
味
が
あ
る
。
彼
は
先
ず
一
九
一
一
一
五
|
一
一
一
六
年
の
家
計
収
支
の

に
依
る
研
究
結
果
で
あ
る
、
黒
人
は
白
人
よ
り
も
節
倹
に
於
て

っ
て
窟
る
が

グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
彼
等
の
低
所
得
水
準
と
所
得
不
平

に
基
づ
く
メ
シ
J

ア
ル
ス
ハ
ク
ゼ
ン
等

等
度
の
小
さ
い
か
ら
貯
蓄
カ
は
低
い
と
云
ふ
命
題
女
内
線
認
し
、
新
た
に
消
費
者
所
得
調
査
の
デ
ー
タ
ー
に
依
り
比
の
結
論
を
解
明
し
、

人
種
学
的
特
性
の
検
討
を

の
設
定
と
そ
の
変
数
を
吟
味
し
特
に
内
人
と
黒
人
の
比
較
か
ら
黒
人
に
内
在
す
る
心
盟
学
的
、

目
標
と
す
る
。

関
西
に
明
ら
か
な
様
に
上
述
の
消
費
者
所
得
の
一
九
四
七
年
l
五

の

に
関
し
て
な
さ
れ
た
一
般
的
な
命
題
は
妥
当
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
ο

の
デ
ー
タ
ー
に
似
る
と
荷
部
の
黒
人
を
除
き
一
般
に
白
人
と

猶
、
向
じ
デ
ー
タ
ー
を
使
用
し
て
得
ら
れ
た
伎
の

の
形
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
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之
は
、
前
掲
の
か
資
産
理
論
μ

の
検
討
の
際
に
彼
が
導
出
し
た
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。

H
m
v
m山
。
山
早
い

日
山
¥
ぺ

1
1
0・詔
+
0・N
2
0ぬ
州
、

I
0・5
Nい¥
州
、
l
T

。・
0
2
0恥
十
。
・
0
8同

十。・
0
C
O
O
N
。~ぃ
i
。
-gzmhq

同
日
同

町
H

O

ロp"'
o 0 
ロ g
P"' (Il 。(
望者
凶l:I

o ~ 
~ 

『
ロ
tむ
ト~

次
に
消
費
に

し
得
る
フ
ァ
ク
タ
ー
の
効
果
に
関
し
て
、

し、。

而
し 流
動
資
産
l
北
部
、
南
部
を
通
じ
て
流
動
資
産
を
保
有
し
な
い
黒
人
の
比
率
は
夫
に
対
応
す
る
出
入
の
比
率
よ
り
も
著
し
く
高

と
f

貯
蓄
と
の
簡
の
負
の
相
関
関
係
は
ニ
、

0
0
0
ド
ル
(
路
々
臨
界
点
と
考
え
ら
れ
る
。
〉
以
下
で
は

の

-43 -

a
 

(
 

で
、
市
も
黒
人
よ
り
白
人
の
方
が
高
い
。
二
、

0
0
0
ド
ル
及
び
夫
れ
以
上
の
水
準
で
は
白
人
よ
り
浪
人
の
方
が
高
い
。

過
去
の
所
得
変
花
!
過
去
に
於
け
る
所
得
変
化
の
主
要
な
効
果
は
所
得
減
少
或
い
は
所
得
増
加
の
何
れ
も
が

的
な
減
少
と
結
び
付
い
て
語
る
が
、
減
少
の
効
果
は
特
に
顕
著
で
あ
る
。
比
の
過
去
の
所
得
変
化
の
一
般
的
な
逆
効
果
は
又
流
動
資
産
の

)
 
b
 
(
 

の
累
進

増
加
と
結
び
付
い
て
居
る
。
之
は
一
般
に
二
、

0
0
0
ド
ル
以
下
の
所
得
を
有
し
五

0
0
ド
ル
及
。
ひ
夫
以
上
め
資
産
を
有
す
る
階
闘
で
最
も

強
く
、
二
、

0
0
0
ド
ル
以
上
で
、
同
一
の
資
産
を
有
す
る
階
陪
で
は
所
得
増
加
の
比
率
と
平
均
貯
蓄
率
の
勤
き
に
は
正
の
相
関
が
あ
る
。

猶

所
得
変
犯
の

低
い

は
、
低
下
し
た
所
得
に
対
す
る
消
費
水
準
の
適
忠
に
ラ
ッ
グ
の
あ
る
た
め
で
あ
り
、

に
対
す
る
一
般
的
な
逆
効
果
の
性
質
は
カ
ト
ナ
の
・
閃
注
。
出
向
に
依
っ
て
「
所
得
が
相
対
的
に
減
少
を
示
し
た

一
方
大
幅
な
所
得
増
加
と
結
び
付
い
た
低

期
間
に
於
け
る
貯
蓄
は
所
得
が
潟
加
す
る
時
ま
で
延
郊
さ
ぜ
ら
れ
て
屠
た
成
る
支
出
の
随
伴
を
伴
な
う
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
提
言
さ
れ

経
済
託
研
究

八



総
体
消
授
菌
数
分
析
の
展
凶

潟
水
川

て
居
る
。

又
、
黒
人
の
方
が
所
得
が
一
時
的
に
低
下
す
る
割
合
は
相
対
的
に
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
が
将
来
に
対
す
る
所
得
期
待
に
関
連
し
て
、

所
(c) 得
変
化
tこ
対
す
る
希
胡
二三土 h

的
割
メ与
口
tr;J.: 

大
差
カミ

な
し、

職
業
に
対
す
る
保
障

之
は
北
部
で
は
二
、

0
0
0ド
ル
以
上
の
可
処
分
所
得
の
階
層
に
於
て
は
黒
人
が
白
人
よ
り
悲
観
的
で
あ
り
、
階
部
で
は
二
、

0
0
0
ド

ル
以
下
で
は
北
部
の
夫
と
同
様
で
あ
る
が
二
、

0
0
0
ド
ル
以
上
の
可
処
分
所
得
で
は
む
し
ろ
黒
人
が
楽
観
的
で
あ
る
。

一
般
的
に
公
つ

て
麗
係
機
会
に
対
す
る
悲
観
的
な
見
通
し
は
高
額
の
貯
蓄
を
生
む
と
結
論
さ
れ
よ
う
。

支 (d)
!:l:l 
単
位
中
に

ず

供
宅r
h. 
B 
む
カミ

戎
い

共
の
他
の
必
要
因
の
効
果

ベ
キ
ロ
縁
者
の

に
依
っ
て
も
貯
蓄
は
影
響
を
受
け
る
。
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又
、
消
費
に
対
す
る
流
動
資
産
の
反
‘
酷
で
あ
る
常
財
の
能
力
は
夫
程
重
要
で
は
な
い
。
事
実
黒
人
は
必
ず
し
も
余
融
市
場
か
ら

νヤ
ツ

タ
・
ア
ワ
ト
さ
れ
て
震
る
わ
け
で
は
な
い
。

要
因
効
果
の
分
析
に
対
す
る
彼
の
結
論
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
。

こ
の
突
託
的
分
析
か
ら
彼
は
ゆ
か
資
産
理
論
。
と
か
相
対
所
得
仮
説
w

と
共
に
何
ず
れ
も
先
に
上
げ
た
デ
ー
タ
ー
を
完
全
に
説
明
し
得
る

の
で
は
な
い
。
白
人
た
黒
人
と
の
間
の
差
異
と
共
に
、
南
部
の
黒
人
の
夫
の

に
特
殊
な
ビ
へ

l
ピ
ア
を
有
す
も
の
も
あ
り
、
消
費
に
及

ぼ
す
要
国
の
効
果
も
一
般
的
な
形
で
全
体
を
論
ず
る

は
危
険
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
む
し
ろ
社
会
学
的
に
究
明
さ
れ
る
べ
ぎ
余
地
が
多
く

残
さ
れ
て
居
る
と
云
う
。

従
っ
て
総
体
消
費
函
数
構
成
の
た
め
の

の
発
見
は
入
植
形
体
の
人
口
学
的
な
変
数
が
可
能
な
る
限
り
、
考
は
さ
る
べ
さ
で
あ
り
、



通
常
の
出
費
出
数
の
資
産
及
び
一
フ
ッ
グ
を
臨
し
た
所
得
、
所
得
分
布
の
形
体
等
を
変
数
と
し
て
含
む
拡
張
は
、
人
積
構
成
が
大
き
く
越
え

る
期
間
に
一
口
一
や
て
の
補
外
は
危
険
で
あ
る
事
を
示
す
。
獄
、
グ
品

l
ゼ
ン
ペ
リ
ー
の
仮
定
し
た
総
体
消
費
函
数
は
、
本
来
的
に
は
微
視
的

経
済
学
の
水
準
に
基
づ
き
乍
ら
、
独
特
な
形
で
総
体
的
な
貯
蓄
行
為
の
説
明
を
な
さ
ん
と
し
て
語
る
限
り
そ
の
妥
当
性
は
疑
わ
し
い
と
結

諭
し
て
居
る
。

結

諭

以
上
に
於
て
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
ク
イ
ジ
ア
ジ
に
依
る
問
題
の
提
起
に
始
ま
り
、

最
近
の
E
r
l
ピ
ン
・
ク
ラ
イ
シ
の

に一日点る

1Dr 

J
出
品
質
凶
数
論
争
ρ

と
呼
ば
れ
る
も
の
の
問
題
の
展
開
を
追
跡
し
た
。

そ
の
市
?
を
一
貫
す
る
も
の
は
そ
デ
ィ
日
ア
l
ニ、
J

プ品

1
ゼ
ン

過
程
で
あ
っ
た
。
今
日
で
は
実
証
的
な
分
析
の
商
で

に

ベ
た
知
く
デ
品

1
ゼ
シ
ペ
リ
ー
の
盟
論
的
提
起
は

に
ト

l
ビ
ン
・

-45-

ベ
リ
ー
に
依
る
ケ
イ
ン
ズ
的
消
費
函
数
の
超
克
を
ピ
ー
ク
と
す
る
絶
え
ざ
る
理
論
的
前
進
と
ク
ラ
イ
シ

に
依
る
統
計
的
分
析
の
深
化
の

ケ
/
}
ブ
・
イ
ジ

の
研
究
に
依
っ
て
代
位
さ
れ
て
居
る
。
市
し
乍
ら
、

理
論
経
済
学
本
来
の
問
題
と
し
て
再
検
討
を
遂
げ
る
な
ら
ば
、
短
期
的

な
問
題
の

に
於
て
は
兎
も
魚
、
長
期
動
態
的
な
視
角
!
と
云
う
よ
り
は
む
し
ろ
問
題
の
本
質
に
迫
る
も
の
と
し
て

l
消
費
及
び
貯
蓄

の
動
き
を
所
得
分
配
の
変
動
と
関
述
せ
し
め
て
考
察
す
る
事
が
基
本
的
で
あ
る
と
な
す
私
の
主
張
に
と
っ
て
は
グ
ュ

1
ゼ
ン
ベ
口
ノ
l
の
関

の
提
起
は
貴
重

と
し
て
な
お
消
費
商
数
論
争
史
上
に
於
け
る
中
心
的
な
役
割
を
要
求
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
如
、
ぎ
総
体
消
費
一
偶
数
の
分
析
と
相
倹
っ
て
、

ジ
品
レ
l
ン
凡
夫
著
に
な
る
「
需
要
分
析
1

計
量
経
済
学
的
研
究
!
」
を
代
表
と
す
る
消
費
者
家
計
の
断
躍
的
分
析
は
、
消
費
構
造
の
内
面

更
に
比
の
小
稿
で
は
触
れ
得
な
か
っ
た
が
、

一
九
五

端
山
内
の
ヲ
オ
ル
ド

的
変
動
を
話
る
も
の
と
し
て
、
両
者
の
結
合
は
猶
、

理
論
経
済
学
が
解
明
す
べ
き
沃
野
を
残
す
も
の
と
公
え
る
で
あ
ろ
う
。

ハ
一
九
五
五
、
一
ニ
、
一
一
回
〉

経
済
川
町
一
研
究
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-22.9~-16.4 

- ， 7.1~- 0.3 

-2.1-十 3.3

- 2.1~ 十 5.5

十 2.2-十 5.4

十 1.0~ 十 13.8

+13.8 

break even point 

1950 

6，000国米尚

10，000 グ

14，000 !/ 

18，000 グ

22，000 グ

26，000 グ

30，000 グ

30.000以 k

鴎外紙 (90悶)

ヲ手

貯蓄-0.6;;;;

5.9 

9.7 

11.5 
11.5 

12.7 

15.4 

索h臨

1932~33 

笈J!I(入50悶米満

60 グ

70 グ

80 グ

90 グ

100 グ

100以上

政界紙 50関 (54.3闘)

Keyne3的総体沿・1!l図書主

C口 0.579Yd十41.31930-38 (r=0.973) 

pm奇と治設との粉関係重1・r=0.965
c= 0.547Yd十44.11930~39 (γ=0.973) 

c= 0.660Yd十23.51946~51 (γ=0.976) 

所得とれ~'iをとの十日関係費支 r=0.990
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(1) 



1930-38 (r=0.956) 

1946-51 (r=0.970l 

Yd 
口 8.29十0.452'::::. PN ~.-- . _.-:--PN 

Yd 
一一一口 33.1十0.630 … PN  ~~.- . _._--PN  

P; 物佼指数
1934-36基準

N; 人口指数

(2) 

経
済
学
研
究

1930-35 (γ 口 0.960)

1946-51 (γ=0.973) 

Yd 
一一一一…ーロ 55.7十0.463一一一一-PoNo -_... _._--PoNo 

Yd 
一一一一口 22.7十0.628一一一-PoNo -_... -'---PuNo 

PO; 物佼m数
No; 人口指数
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